
環境未来都市選定までの手順①

１．環境未来都市評価・調査検討会テーマ別評価分科会により、テーマ別の評価を行い、評価結果を環境未来都市評価・調査
検討会に報告する。（１次評価）

（取りまとめイメージ）

２．１．の報告を参考にしつつ、環境未来都市評価・調査検討会において提案ごとに「①将来ビジョン」「②取組内容」「③体制」
について書面審査を行い、ヒアリング対象を決定する。（２次評価）

（取りまとめイメージ）

※ 合計点は、各委員の９つの項目全体の合計値を計算し、その点数を、評価した委員数で単純平均（小数点第１位を四捨五入）して算定する。そのため、各委員の９つ
の項目ごとの点数を、評価した委員数で単純平均（小数点第１位を四捨五入）した値の合計とは異なる場合がある。

（環境未来都市選定基準の２．①ｃ.「適切な課題・目標設定と価値創造性」（ただし、このうち価値創造性に係る部分を除く）並びに２．②ａ,ｂ及びｃの
評価項目について評価。）
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①ｃ.のうち「適切な課題・目標設定」 4.0    ― 3.5    4.0    ― ― ― 2.3    3.3    4.0    3.5       
②a.包括性・戦略性 3.3    ― 2.3    3.3    ― ― ― 3.3    2.0    4.0    3.0       
②b.事業性・熟度 2.0    ― 2.0    3.0    ― ― ― 3.0    2.0    4.0    2.7       
②c.本気度 3.3    ― 2.0    3.0    ― ― ― 3.0    1.0    3.0    2.6       

上記４項目の合計 12.6  ― 9.8    13.3  ― ― ― 11.6  8.3    15.0  11.8     
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環境未来都市選定までの手順②

３．環境未来都市評価・調査検討会において、提案者からのヒアリングを実施し、選定推薦案を作成する。（３次評価）

４．新成長戦略実現会議分科会（総合特区制度、「環境未来都市」構想に関する会議）において、環境未来都市評価・調査検討
会の選定推薦案を検討し、選定案を決定し、当該選定案に基づき、地域活性化担当大臣が、選定する。
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提案案件を以下の３分類に整理

Ⅰ．評価・調査検討会の点数が○点以上のもの

以下の条件をすべて満たすものを分類

事務局評価の足切判定で「×」判定のないもの
評価・調査検討会で「Ｅ」評価のないもの のうち

Ⅱ．評価・調査検討会の点数が○点未満○点以上のもの

Ⅲ．評価・調査検討会の点数が○点未満のもの

※ ○点については、全体の点数分布、選定数とその対象とする候補数などにより決定


